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２００７年海洋部１０大ニュース！
～今年もやります、編集部が独断で選ぶトピックス～

こ
の
一
年
を
表
す
字
は
「偽
」。
食
品
業
界
や
建
築
業
界
は
偽
装

に
揺
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
疲
弊
し
た
地
方
の
反
乱
に
よ
り
参
院
選
で

は
民
主
党
が
躍
進
し
、
政
権
与
党
、
政
府
も
や
っ
と
地
方
活
性
化

を
重
視
し
始
め
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
高
知
県
の
こ
の
一
年
は
と
言
う
と
、
ボ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
機

事
故
、
東
洋
町
核
廃
施
設
問
題
、
16
年
ぶ
り
の
県
政
ト
ッ
プ
交
代

な
ど
全
国
的
に
大
き
く
報
道
さ
れ
る
出
来
事
も
多
く
、
歴
史
的
に

も
重
要
な
意
味
を
持
つ
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
毎
年
恒
例
（？
）
と
な
り
ま
し
た
が
、
編
集
部
が
独
断
と

偏
見
で
選
ん
だ
「海
洋
部
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」の
ご
紹
介
を
通
じ
、
本
県

水
産
業
界
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

【編集後記】
仕事に家事に育児と
これだけ頑張っている
にも関わらず、お父さん
の家庭での地位は低下
する一方。ただでさえ薄
い布団で寒さに耐え忍
んでいるのに、とうとう
寝る場所もすきま風吹
きすさぶ窓際へと追い
やられた｡今夜も枕は涙
で濡れるでしょう(T_T)

県
１
漁
協
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

●
購
買
は
漁
協
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

●
預
金
、
公
共
料
金
は
信
漁
連
へ

流通改善・販売促進はお任せを！
水産物を売り出したい、一次加工をしたいなどの
相談があれば、まずはお電話下さい。選りすぐりの
スタッフを直ちに急行させ、きっとあなたのお役に
立ちます！

●室戸漁業指導所 TEL 0887-22-0645

●中央漁業指導所 TEL 088-856-1164

●土佐清水漁業指導所TEL 0880-82-0569

●宿毛漁業指導所 TEL 0880-67-0767

１月 県鰹鮪漁協の解散が明らかに

４月
上ノ加江に総合交流施設「わかしや」完成

海洋局から海洋部へ

５月 室戸漁協が破産手続きを開始

８月
水産大手「極洋」が大月町でマグロ養殖開始

１９漁協が県１漁協への参加を可決

10月 県内各河川でアユが有史以来の不漁

11月 土佐湾で大型のカツオやヨコが豊漁

12月
宿毛湾まき網でマイワシが過去最高の大漁

燃油高騰で漁業に大打撃

■
マ
グ
ロ
業
界
再
編

１
月
に
は
長
年
本
県
の
水
産
業
界
を
牽

引
し
、
「県
カ
ツ
」の
名
で
親
し
ま
れ
て
き

た
遠
洋
マ
グ
ロ
、
近
海
カ
ツ
オ
漁
業
者
で

組
織
す
る
県
鰹
鮪
漁
協
が
解
散
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

国
際
的
な
資
源
管
理
の
強
化
、
資
源
の

減
少
に
燃
油
高
騰
が
追
い
打
ち
を
掛
け
、

■
県
１
漁
協
構
想

８
月
に
は
県
１
漁
協
へ
の
参
加
の

是
非
を
問
う
臨
時
総
会
が
県
内
41

漁
協
で
一
斉
に
開
催
さ
れ
、
19
漁

協
が
参
加
を
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の

後
10
月
に
は
佐
賀
町
漁
協
な
ど
４

漁
協
が
、
12
月
に
も
２
漁
協
が
参
加

に
転
じ
、
合
計
25
漁
協
の
参
加
が

確
定
し
ま
し
た
。

来
年
４
月
１
日
に
は
、
明
神
組
合

長
の
も
と
、
組
合
員
数
７
千
４
百
人
、

販
売
取
扱
高
百
八
十
三
億
円
の
規

模
を
誇
る
高
知
県
漁
協
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

■
交
流
人
口
拡
大

４
月
に
は
中
土
佐
町
上
ノ
加
江
地

区
に
総
合
交
流
施
設
「わ
か
し
や
」が

完
成
。
上
ノ
加
江
漁
協
は
交
流
人
口

の
拡
大
を
目
指
し
漁
師
体
験
や
コ
ン

ブ
オ
ー
ナ
ー
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

「わ
か
し
や
」は
そ
の
中
核
施
設
と
し

て
整
備
さ
れ
、
女
性
部
運
営
の
喫
茶

店
も
好
評
で
す
。

上
部
団
体
の
日
カ
ツ
連
の
整
理

再
編
の
流
れ
を
受
け
た
も
の
で

し
た
。

ま
た
５
月
に
は
、
遠
洋
マ
グ
ロ

業
者
が
多
く
在
籍
し
、
か
つ
て

県
内
最
大
の
経
営
規
模
を
誇
っ

た
室
戸
漁
協
が
、
遠
洋
漁
業
の

経
営
悪
化
の
余
波
を
受
け
て
経

営
が
行
き
詰
ま
り
、
41
億
円
の

負
債
を
抱
え
、
破
産
手
続
き
を

開
始
し
ま
し
た
。

一
方
、
マ
グ
ロ
資
源
の
悪
化
か

ら
マ
グ
ロ
養
殖
が
脚
光
を
浴
び

て
き
て
お
り
、
８
月
に
は
大
月
町

安
満
地
に
お
い
て
大
手
水
産
会

社
の
「極
洋
」が
、
地
元
養
殖
業

者
と
共
同
で
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖

を
開
始
し
ま
し
た
。

室戸漁協（荷捌き場）

クロマグロ

【コ
ラ
ム
】

「
乖
離
」

Ｈ
16
年
以
降
続
く
燃
油
高
騰

は
第
２
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
上

回
り
、
一
向
に
収
ま
る
気
配
を

見
せ
な
い
。
産
油
国
の
生
産
体

制
、
経
済
新
興
国
の
需
要
増
等

様
々
な
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

最
大
の
要
因
は
市
場
規
模
が
桁

違
い
の
証
券
市
場
か
ら
原
油
市

場
へ
の
余
剰
資
金
の
流
入
だ
。

実
質
経
済
か
ら
は
か
け
離
れ
た

額
に
膨
ら
ん
だ
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム

の
ツ
ケ
は
最
も
弱
い
生
活
者
に

回
っ
て
来
る
。
市
場
経
済
至
上

主
義
は
既
に
破
綻
し
て
い
る
。

わかしや

明
神
高
知
県
漁
協

組
合
長

■
深
刻
な
川
の
状
況

今
年
は
、
５
、
６
月
の
ア
ユ
漁
の
解

禁
前
に
は
既
に
、
各
河
川
で
ア
ユ
の
遡

上
が
少
な
い
と
い
う
情
報
も
多
く
、

漁
模
様
が
上
向
く
こ
と
な
く
推
移
し

ま
し
た
。
正
確
な
統
計
は
ま
だ
公
表

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
過
去
最
低
レ
ベ

ル
の
漁
獲
量
と
な
る
こ
と
は
確
実
な

状
況
で
す
。

産卵場造成(物部川)

■
豊
漁
、
大
漁
！

土
佐
湾
内
で
は
、
11
月
頃
か
ら
大

型
の
カ
ツ
オ
、
ヨ
コ
（ク
ロ
マ
グ
ロ
の
養

魚
）の
漁
が
ま
と
ま
り
、
脂
の
の
り
も

良
く
高
値
で
取
引
さ
れ
、
各
市
場
は

久
々
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
以
降
、
宿
毛
湾
の
中
型

ま
き
網
で
過
去
に
例
が
な
い
水
揚
げ

（３
カ
月
で
六
千
五
百
ト
ン
）を
記
録

し
ま
し
た
。
小
型
の
た
め
養
殖
用
の

餌
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
平
均

単
価
も
餌
用
と
し
て
は
比
較
的
高
値

で
推
移
し
ま
し
た
。

■
燃
油
高
騰
そ
し
て
・・・

燃
油
消
費
の
多
い
生
産
構
造
を
持

つ
漁
業
は
、
燃
油
高
騰
に
よ
り
大
打

撃
を
受
け
、
県
全
体
で
年
間
52
億
円

も
の
コ
ス
ト
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
は
、
効
率
的
な
生
産
体
制
の

構
築
と
併
せ
、
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
魚

価
が
得
ら
れ
る
流
通
体
制
の
確
立
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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全漁連Ａ重油価格(万円/KL)

■
局
か
ら
部
へ

組
織
改
編
に
よ
り
海
洋
局
か
ら
海

洋
部
へ
と
名
称
が
変
更
さ
れ
る
と
と

も
に
、
新
た
に
着
任
し
た
坂
東
部
長

の
下
、
新
た
に
重
要
課
題
の
県
１
合

併
と
流
通
対
策
担
当
の
チ
ー
フ
の
配

置
に
よ
り
、
政
策
を
強
力
に
推
進
す

る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。


